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年度目標① キャンパスの活性化に繋がる管理的取組み

(1)大学改革においては、学部３年次の達成度評価を大学
院前期入試に取り込む制度を構築して進学率向上を目
指す。

(2)博士後期課程においては、短期修了を制度化し、社会
人入学増・定員確保を図る。

(3)また、卓越大学院採択や連携大学院設立を念頭に、会
津大学や産総研との共同研究を５件立ち上げる。



達成状況① キャンパスの活性化に繋がる管理的取組み

(1)2021年度入学者から、達成度評価の活用等の制度化に
向け始動した。平成31年度の博士前期課程入学者は定
員の1.2倍。

(2)社会人のための博士後期課程・早期修了制度を整備し、
2019年10月入学者から実施する。平成31年度の博士後
期課程入学者は定員の1.1倍。

(3)卓越大学院の申請を行った。また、共同研究を会津大
学と2件、産総研と2件実施した。さらに、現在博士課程
の学生１名を次年度は2名に拡充し、連携大学院の充実
に向け着実に進捗した。



分野 入学定員 入学者数

化学・バイオ系 66 71

応用生命システム系 23 22

情報・エレクトロニクス系 62 73

機械システム系 50 66

MOT系 10 10

有機・高分子系 65 90

合計 276 331

博士前期課程入学者選抜試験実施状況
(令和元年5月21日) 進学者数の増加

学部4年+修士2年を(3+3)年の教育へ

・学部4年次での海外留学や長期イ
ンターンシップを可能に

・達成度評価の推薦入試への反映
・早期のテーマ決定、共同研究等
への参加

平成30年度論文博士 2名

その内、社会人入学者 5名

社会人博士の入学促進

・10年以内に3報以上の業績で早期
修了可能

・修了要件は不変
・社会人に授業料の半額相当の経
済的支援 (平成30年度から)

「達成状況の説明」



年度目標② 多様化した教育ニーズに対応した取組み

(1)今年度から本格的に実施しているアントレプレナー教育
（文科省EDGE-NEXT、山形県委託事業）において、学部・
大学院生参加者のべ３００名を目指す。

(2)学生の自発的な創作活動のサポートに向け、ファブ・ラ

ボ施設を新たに機械系・化学系で稼働させ、学生の自
発的な創作活動をサポートする。

(3) ビジネスプランコンテスト等、各種コンテスト等参加３０
件を目指す。



達成状況② 多様化した教育ニーズに対応した取組み

(1) アントレプレナー教育において、県内大学の学生・大学
院生 248名（延べ713名）がプログラムを受講し、また特
別講演、イベント等に621名が参加した。

(2) 図書館2階をアクティブラーニングスペースとして確保し

た。ファブ・ラボの機械系・化学系での稼働に向け、申請
内容の検討を開始した。

(3) 東北地区大学等の協働による「みちのくイノベーション
キャンプ2018」を開催し、ピッチコンテスト（始動部門）参
加34件、参加者は57名、ビジネスマッチング（協創部門）
参加14件、参加者は23名にのぼった。



多彩な講師スタッフ
〇専任教員 2名
〇客員教授 5名

准教授 3名
〇産学連携

准教授 3名
〇招聘講師 3名
〇無称号 8名

「達成状況の説明」

学生ベンチャー; 4件
(Edge-Next)



年度目標③ 研究・社会貢献活動活性化の取組み

(1)教員の研究チーム構成を奨励し、企業との包括協定締
結及び新たなコンソーシアム３件を目指す。

(2)新設の事業創出センターにおいては、大学への利益還
元システムの構築。

(3)新規共同研究１０件を目指し、産学連携の一層の促進と
ともに基盤強化を図る。



達成状況③ 研究・社会貢献活動活性化の取組み

(1)企業との包括協定１件、大型コンソーシアム１件、大型
共同研究を新たに3件締結した。さらに、山形県と山大

医学部と連携した「医工連携による医療機器創出事業」
をスタートした（工学部から6研究室参画）。

(2)事業創出センターに入居した企業については寄付金、ま

た、利益相反の問題が絡むベンチャー企業との共同研
究については、実施に向けた規則及び体制を整備した。
さらに、文科省「OI機構の整備事業」に採択され、獲得し
た外部資金で産学連携を独自に推進する体制の整備。

(3) コンソーシアム構築に伴う新規共同研究12件。また、事
業創出センターに6研究室、2大学発ベンチャー、１市内
企業が活動開始し、事業化済5件、事業化検討中16件。



「達成状況の説明」

〇 オープンイノベーション機構の整備事業 (有機材料)
5 年間、1.7 億円(初年度)

オープンイノベーション機構を設立し、継続的な共同研究
を生み出す「本気の産学連携によるオープンイノベーショ
ンエコシステム」の実現に向けた取り組み。

〇地域イノベーション・エコシステム形成プログラム
5年間、1.4億円

山形県と共同で、有機材料システムの『山形』が展開
するフレキシブル印刷デバイス事業創成を目指す。

〇 オープンイノベーション機構連携型OPERA
5年間、2億(マッチングファンド)

産業界との協力の下、新たな基幹産業の育成に
向けた基礎的・基盤的研究領域の産学共同研
究を通して、オープンイノベーションを加速する。



「達成状況の説明」



「達成状況の説明」
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